
献辞

長年にわたり関西大学商学部．および商学会のために尽くされた吉信粛

先生は， 1997年4月24日めでた＜古稀の寿を迎えられました。

大東京の中心で生を受けられながら，先生は，旧制静岡高等学校を経て，

独立不鵜の学問的雰囲気をもつ京都大学経済学部に学ばれました。 1957年

4月本学に専任講師として着任され，助教授を経て1967年4月教授に昇進

され，現在に至っております。その間，教育．研究の面においてはいうま

でもなく，大学およぴ学部の運営に関しても多大の貢献をされてこられ

ました。学園が揺れていた1969年 7月から10月にかけて商学部長を務めら

れ，その後も，学校法人関西大学評議会評議員．大学院研究科長などの要

職を歴任されております。

本商学部では．「貿易論」を長年にわたり担当され，教育への強い情熱を

もって，実業界あるいは学界に数多の俊英を送り出されてこられました。

ご専門の貿易理論に関する研鑽の成果は，幾多の論文，著書をもって世に

問われ．斯界での高い評価を受け． 1992年11月には京都大学より博士（経

済学）の学位を授与されております。また．国際経済学会常任理事など学

会の要職を歴任されて，斯学の発展に大いに寄与されてこられました。

先生は，社会科学へのコンピュータ利用について並々ならぬ関心を示し，

ご自身の研究に早くからパソコンを駆使して．私たち若輩の研究者を睦目

させました。先生の広範囲な知的好奇心は，専門を越えて，歴史から，動

植物さらに音楽まで広がり，博学をもって私たちを魅了されました。

先生は， 1998年3月末をもって関西大学を定年退職されることになりま

すが，今後ともますますご健勝にして，商学部．商学会の発展のために，

ご指導，ご鞭撻いただくよう願っております。私たちは．ここに先生の古

稀を記念して『商学論集』の特集号を刊行し．足跡を回顧いたしますとと

もに．心からの感謝の意を表します。
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商学部 長永沼博道


